
HRT3 RCMは、

ハイデルベルグレチナトモグラフHRT3と
ロストック角膜モジュールRCMが
一体化した、小型の共焦点走査レーザー眼撮影装置です。

角膜および角膜周辺部の検査に特化しており、
これらの構造を高画質画像で捉えます。
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焦点深度（右図の各層深さ(μm)）
を調整することで、任意の角膜層の
情報を捉えることができます。

角膜上皮から角膜内皮まで
角膜全層のin vivo評価が可能です。

角膜の各層を細胞レベルで確認

*左側の画像はOCTで取得されたものです（HRT3 RCMでは取得できません）。

HRT3 RCMの検査は、ロストック角膜
モジュールに単回使用のキャップ※

（TomoCap）を装着して行う接触型の
検査です。

ライブカメラ画像でキャップと被検眼
の位置や接触を確認しながら検査を行
います。

ー検査についてー

被検眼 キャップ

In vivo corneal confocal microscope

※キャップ材質: PMMA
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【仕様】

※本製品の仕様および外観は改良のため、予告なく変更する場合があります。

角膜内皮細胞数カウンター

HRT3 RCMには、
角膜内皮細胞数カウンターが
搭載されています。

任意の範囲における角膜内皮細胞を手動で
マーキングすると、細胞密度（細胞数／mm2）
が自動で算出されます。

【テーブル仕様】
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高さ：617～867

高さ：788

単位: mm

●角膜上皮
アカントアメーバ
角膜炎、嚢胞

●角膜上皮
アカントアメーバ
角膜炎、栄養体と嚢胞

●角膜実質、円錐角膜眼
クロスリンキング
術後8ヵ月

●角膜実質
真菌性角膜炎

●神経叢
糖尿病眼

角膜各層の撮影例

販売名 ハイデルベルグ レチナトモグラフ HRT3


